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研究成果の概要（和文）：　本研究では、レコンキスタ期（711-1492年）のイベリア半島北部のキリスト教圏の美術、
とりわけ写本芸術を中心的に扱った。イスラーム、ユダヤ教といった異宗教のみならず、ローマ教皇庁やフランス由来
の修道士たちも、同じキリスト教徒（カトリック）とはいえある時点まで異なる典礼や文字を用いており、ときに半島
のキリスト教諸王国と政治的意図が対立したことなどから、同地の異文化交渉はきわめて複雑な様相を呈したことを事
例研究を通して分析した。
　また、研究方法に関して、非欧米圏でかつ西欧中世研究が行われている中南米の研究者らと一定程度、問題点を共有
し得ることがコロキウムへの参加などを通して確認された。

研究成果の概要（英文）：This project has dealed with the Christian Art of the North of the Iberian Peninsu
la during the Reconquista (711-1492), with a special focus on the Illuminated Manuscripts.
Regarding the context, it is well known the phenomenon called "coexistence" among Chritians, Muslims and J
ews in this area and time. Moreover, it should be also emphasized the political, ritual and cultural inter
vention of the Papacy and the monks of french origin; the hispanic christians used their own Mozarabic Rit
e and the Visigothic Script until the 11-12th century. The complex aspects of cultural interaction are exp
lained in each one of the case studies.
On the other hand, through the participation in a colloquium and personal contacts, it was confirmed that 
some problems that we japanese face on our research activities can be common, to a certain extent, with th
ose of the Latin American researchers, because they also investigate the European Medieval themes with a w
ide geographical and psychological distance.
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１．研究開始当初の背景 
 

1980 年代までのスペイン中世キリスト教
美術史では、概して 711 年にイベリア半島に
侵入したイスラームの影響が強調される傾
向にあった。中世後期以降は、商業的に重要
な役割を果たしたユダヤ人の美術も注目を
集めた。イスラームもユダヤ人も 1492 年に
イベリア半島のキリスト教王国から放逐さ
れることとなるが、その過程であるレコンキ
スタ（対イスラーム国土回復運動、再征服戦
争）は、ときに研究者自身の出自や信仰など
にも左右されて、「宗教的理念による聖戦」
あるいは「寛容の精神に基づく三宗教の共
存」といったまったく異なる観点から、しか
しどちらにしてもスペイン美術の特殊性を
生み出した第一の要因として語られてきた。 
ところがスペインが EU に加盟する前後の

1980 年代後半からは、特にスペイン国内の
研究者の間で、スペインの独自性よりもむし
ろ他のヨーロッパ諸国との共通点の探索を
重視する傾向が顕著となってきている。これ
には、EU 内の学術交流の推進にともない、
周辺諸国の研究機関との共同プロジェクト
などが国内外での競争的資金の獲得に有利
に働くという研究環境上の理由もあるだろ
うが、前の世代の研究姿勢に対する意識的あ
るいは無意識的な反撥も作用しているよう
に思われる。 
実際には、中世のイベリア半島には、イス

ラーム、ユダヤ人といった異宗教のみならず、
同じキリスト教徒（カトリック）ではあって
もある時点まで異なる典礼を用いていたロ
ーマ教皇庁やフランス由来の修道士たちな
ど、さまざまな文化的･宗教的背景をもつ人
間が到来していた。 
申請者は、そうした異文化との干渉の問題

を冷静に整理し、分析する視点が、現在のス
ペイン中世美術研究に必要なのではないか
と考える。そこで本研究では、申請者がスペ
インから地理的にも文化的にも遠く離れて
いるという現状を、むしろ政治的宗教的偏見
ないし先入観に左右されにくいという観点
から肯定的に捉え、スペイン中世のキリスト
教美術の全体的展望を見直すための土台を
得ることを目的としたい。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、イベリア半島で 711 年から

1492 年にかけて行われたレコンキスタ（対
イスラーム国土回復運動、再征服戦争）の時
期に制作されたキリスト教圏の写本芸術を
対象として、イスラーム、ユダヤ教、ローマ
教皇庁やフランス由来のクリュニー会など
半島内外の「異文化」との接触・影響関係に
関する調査を行い、美術の分野における異文
化交渉の具体的様相を明らかにしようとす
るものである。 
 

本研究が対象とするのは、装飾写本である。
写本という分野に注目するのは、 

（１）現存作例が他の美術作品に比して多
く、 
（２）制作年代が比較的短期間で済む上に
持ち運びが簡便であるところから異なる
文化圏との往来が盛んで、 
（３）写本挿絵が彫刻や壁画のモデルとな
るなど他の美術に対する影響力が大きか
ったと考えられるためである。 
そこでレコンキスタ期のキリスト教スペ

インで異文化の影響を受けて制作されたり、
異文化圏からもたらされて受容されたこと
が明らかな写本を中心に扱う。 
しかし、ひとくちに「異文化受容」や「異

文化交渉」といってもその意味するところは
きわめて幅広い。便宜上、美術において異文
化と接触し、それを受け入れたり反発したり
して新たな図像や様式が生まれるプロセス
を、 

（１）注文主・制作者といった人的移動が
契機となるもの、 
（２）作品自体の移動が契機となるもの、 
（３）思想・文学（テクスト）の伝播によ
る間接的異文化受容 
の三つに分けて考察したい。 
個別の事例研究を積み重ね、レコンキスタ

期における異文化交渉の具体的な様相と、そ
こから生まれた写本芸術の造形的特質を浮
かび上がらせることが本研究の目標となる。 
 
３．研究の方法 
 
711-1492 年のレコンキスタ期の写本芸術

に関して、まずは先行研究の渉猟によって、
人的移動、作品の移動、テクストの伝播とい
った異文化交渉に関連する作品の基本デー
タの収集に努める。写本の制作法や書体、挿
絵の図像や様式、レイアウト、テクストとの
関係といった美術史学および写本学的観点
に着目しながら装飾写本の分析を行う。 
 ところで、本研究課題を遂行するうえで直
面しうる問題点としては、 

（１）遠隔地にいることに起因する、文献
や写本の複写の入手上の困難 
（２）中世学研究の主流である欧米の学会
での流行や潮流に対するアプローチの方
法、またそれらを即中世スペイン研究に適
用することの是非 
（３）スペインや欧米の研究者が提案する
中世スペイン像と自分の抱く像が乖離す
る場合、それをどのように発信していくか
（研究成果を公表する際の言語の問題を
含めて） 

などが考えられる。これらには、スペインを
含めた欧米圏の研究者とは共有しがたいも
のも含まれる。そこで、これまでの研究を通
して培った欧米圏の研究者とのネットワー
クを保ちつつも、新たに、非欧米圏にありな
がら中世研究の伝統を持つ中南米（メキシコ、



アルゼンチン、チリ）の研究者に注目し、彼
らとの意見交換を通して研究方法について
の問題点の解決をはかる。 
 
４．研究成果 
 
（１）注文主の関与が重大であった例として、
スペインのキリスト教圏を代表するレオン
＝カスティーリャ王国の初期ロマネスクを
取り上げ、ヨーロッパからイベリア半島に新
たにもたらされたロマネスク様式が王家の
主導によって取り入れられた理由を、王家が
政策的に主導した西ゴート・リヴァイヴァル
との関連から分析した（雑誌論文③④および
学会発表③）。 
 
（２）博士論文に基づき、財団法人鹿島美術
財団「美術に関する出版の援助金」を受けて、
11 世紀のイベリア半島のキリスト教写本芸
術についてのモノグラフを刊行した（図書
②）。これは、特にローマやフランスからの
文化的・宗教的・政治的影響がイベリア半島
のラテン語装飾写本にどのように波及した
かを、美術史上まだあまり知られていない写
本を多数取り上げて論じたものである。本書
によってキリスト教美術・音楽の若手研究者
を対象とする2012年度第25回立教大学辻荘
一・三浦アンナ記念学術奨励金をいただいた。 
 
（３）トレド司教であった聖イルデフォンス
スによる『聖母マリア童貞論』のテキストを
擁する装飾写本 2冊の研究を試みた。イスラ
ーム支配下のトレドという異文化圏に身を
置くキリスト教徒が制作した作例である
1067 年の《フィレンツェの聖母マリア童貞
論》と、12 世紀初頭にフランスのクリュニー
会周辺で制作され、北スペインのレオン王ア
ルフォンソ6世に贈られたと先行研究で見な
されてきた《パルマの聖母マリア童貞論》は、
基本的に同一のテキストに基づくにもかか
わらず、その挿絵の図像と装飾プログラムに
は大きな相違がある。写本自体の移動を考慮
に入れながら、イベリア半島の伝統に基づく
図像とフランス起源の図像を比較するのに
うってつけの題材であったが、先行作例の少
なさから図像学的源泉を同定するのが難し
く、研究期間中に論文というかたちとしてま
とまるには至らなかった（学会発表④）。 
 
（４）キリスト教圏とイスラームとの異文化
交渉について。レコンキスタ期を通じてイベ
リア半島を中心に写され続けた修道士リエ
バナのベアトゥスによるヨハネ黙示録註解
写本の挿絵を取り上げ、その図像学的分析な
どを通して、キリスト教徒が抱いていたと思
われるイスラーム像とその変遷を概観した
（図書①）。また装飾写本に限定せず、年代
順に重要な美術・建築作例とテーマを追う口
頭発表を行った（学会発表①）。 
 

（５）研究方法の面では、メキシコでの国際
コロキウム「異なる視野から見たヨーロッパ
中世：理論と方法論の諸問題」に参加し、西
欧から地理的・文化的に遠隔の地で西欧中世
を研究する意味、その利点と研究の限界、史
料入手の困難など実際的な問題点とその解
決法などについて南米の研究者たちと議論
を行った。今後の研究の方法や方向性につい
て、多くの示唆を得ることができた（学会発
表②）。 
これをまとめて、非欧米圏における西欧中

世研究の一例として 2014 年 6 月開催予定の
西洋中世学会全国大会にてポスター発表を
行う予定である（発表申請受理済み）。また、
2015 年にアルゼンチンのマル・デ・ラ・プラ
タ大学で同コロキウムの第2回大会が開催さ
れる予定。 
 
（６）その他、研究期間中に出会った先行研
究のなかから、本研究とも直接かかわる「レ
コンキスタ」という言説のスペイン歴史学研
究における位置づけを分析した書物と、ロー
マ教皇庁やフランスのクリュニー会などイ
ベリア半島外のキリスト教圏との接触のな
かから誕生したサント・ドミンゴ・デ・シロ
ス修道院の最新のモノグラフとを選び、日本
の学会誌に新刊紹介を行った（雑誌論文①
②）。 
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